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植物防疫基礎講座

農業害虫 お よ び天敵昆 虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (42)

天 敵 生 物 : 糸 状 菌 製 剤

は じ め に

昆虫 に 寄生す る 糸状菌 は数多 く の種類が知 ら れ て い る
(青木， 1989) 。 こ の う ち ， Verticillium lecanii ，  Beauve
ria bassiana， H brongniartii， Metarhizium anisopliae， 

Paecilomyces ルmosorosez俗， Aschersonia aleyrodis な ど

は製剤化 さ れ微生物農薬 と し て 使用 さ れて い る (西東，
1994) 。 我が国 で は V. lecanii 製 剤 が キ ュ ウ リ の ワ タ ア

ブ ラ ム シ ， お よ びナ ス ， ピ ー マ ン の ア ブ ラ ム シ類 を 対象

と し て ， ま た H brongniartii 製 剤 が カ ン キ ツ ， カ エ デ
の ゴ マ ダ ラ カ ミ キ リ ， お よ び イ チ ジ ク ， ク ワ の キ ボ シ カ
ミ キ り を対象 と し て ， そ れ ぞれ農薬登録 さ れて い る 。

V. lecanii 製剤 は， ア ブ ラ ム シ類 (西東， 1988) の ほ

か に も ， コ ナ ジ ラ ミ 類 (西 東， 1993 ; 増 田 ・ 菊 地，
1993) ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (西東， 1992) な ど に

対す る 防除効果が実証 さ れ て お り ， 施設園芸 に お け る 総
合的な病害虫管理技術の一翼 を 担 う 防除資材 と 見 ら れ て
い る 。 こ の た め ， 本菌 に対す る 薬剤 の 影響 に つ い て は比
較的 よ く 研究 さ れて い る 。

こ こ で は V. lecanii を 例 に と っ て ， 薬剤が昆虫寄生菌
に 及ぽす影響 を 調べ る 手法 を 紹介 し た い。

I 薬剤の影響の概況

薬剤が昆虫寄生菌の働 き を低下 さ せ る 場面 は 二 つ 想定
さ れ る (西東 ・ 薮 田， 1996) 。 一 つ は， 寄生繭散布 の 前
後 に 薬剤 を散布 し た ケ ー ス で， 分生子の発芽が阻害 さ れ
感染 し に く く な る こ と で あ る 。 も う 一 つ は， 寄生菌 に感
染 ・ 死亡 し た 病死体 に薬剤が散布 さ れた ケ ー ス で， 死体

上への菌糸の発育が阻害 さ れ る た め ， 分生子 は形成 さ れ
な く な り ， 伝染源 と し て 役割 を 果た さ な く な る こ と で あ

る 。 V. lecaηII で は ， こ う し た 薬剤の影響 に つ い て 培地
上の試験 (WII 口ING， 1972 ; OLMEIn and KENNETI I ， 1974 ; 
HALL， 1981 ; 西 東， 1988 ; 西 東 ・ 薮 田， 1996) な ら び
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に 寄 主 を 用 い た 試験 (WILI>IN(;， 1972 ; HALI.， 1981 ; 西
東 ・ 薮田 ， 1996) の両面か ら 検討 さ れ て い る o

表-1 は， 薬 剤 添加培地 を 用 い て 分生 子 の 発芽 と 菌 糸
の発育の状況 を調べた も の で あ る 。 こ の結果 を 見 る と ，

殺菌剤 の 多 く が強度 の 阻害作用 を 示 し ， ま た 殺虫剤 の 中

に も 作用 の 強 い も の が存在す る こ と がわ か る 。 た だ し ，

分生子発芽 と 菌糸発育 に 対す る 影響 の 強 さ は 必ず し も 一

致 し て い な い。 例 え ば， TPN は 分生子 の 発芽 を 完全 に

阻害 し て い る が， 菌 糸 の 発育 に 対 す る 作用 は あ ま り 強 く
な い。 ま た ， べ ノ ミ ル， フ ェ ナ リ モ ル， ト リ ホ リ ン，
NAC で は 文献 に よ っ て 作用 の 強 さ が大 き く 相違 し て お

り ， こ の 原 因 と し て 菌 株 に よ る 薬 剤 感 受 性 の 違 い
(OLMERT and KENNETI I ， 1974 ; H.�LL， 198 1 ) ， 製 剤 に 含

ま れ る 界面活性剤や増量剤 の 違 い ， 実験方法の違 い な ど

が考 え ら れ る 。
表-2 は， 寄主 の ア ブ ラ ム シ を 用 い て 薬 剤 の 散布が感

染 を 阻害す る か ど う か を 調べた結果であ る 。 こ の結果 に

よ る と ， 薬剤散布後 に 菌液 を 散布 し た り ， 薬剤 と 菌液 を
同時に散布 し た 場合 は， 薬剤 ( キ ャ プ タ ン， チ ウ ラ ム な
ど) に よ っ て は感染率 を 著 し く 低下 さ せ る が， 菌液散布

後 に 薬剤 を 散布 し た 場合 は ， 薬剤の種類 に か か わ ら ず比
較的 よ く 感染 し て い る 。

表-3 は ， 本菌 に 感染 さ せ た オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 幼虫
に薬剤が付着 し た 場合， 病死体上 に 菌 糸が発育す る か ど
う か を調べた も の で あ る 。 キ ノ メ チ オ ネ ー ト ， ト リ プ ル
ミ ゾー ル， べ ノ ミ ル な ど は病死体上 へ の 菌 糸 の 発育 を 抑

制す る こ と か ら ， こ う し た 薬剤 を 本菌散布後 に使用 し た
場合 は， 分生子の 形成量が減少 し ， 病気が ま ん延 し に く
く な る こ と が考 え ら れ る 。

上記の よ う な 実験結果 に 基 づ い て ， V. lecanii と 併用

で き る 薬剤 と 併用 し に く い薬剤が そ れ ぞれ選定 さ れて い
る (LEDIEU， 1985 ; HAS日AN and OOMEN ， 1985 ; 西東 ・ 薮

田， 1996) 。 ま た ， 本菌 と 殺菌剤 の 散布 間 隔 の 検討 も 行
わ れ て お り ， 影響 の 大 き い殺菌剤 を使用 し た 場合 は 7 日
以上経過 し て か ら 本菌の散布 を 行 う 必要があ る と さ れて
い る (GARllNER et al . ， 1984) 。

ち な み に ， V. lecanii の 他 に も H bassiana (OLMEI�T 
and KENNET I I ， 1974 ; RAMAI�AJE URS et al . ，  1967 ; CLARK 
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et al . ， 1982 ; 西 東， 1984 ; 薮 田 ・ 西 東， 1994) ， M. 
anisopliae ( RAMARAJE URS et al . ， 1967 ; TEDDERS ， 
1981 ) ， A. al，のl1'odis (柳 沼 ・ 於 保， 1983) ， N. ril，里yi
(IGNOFFO et al . ， 1975 ; ]OI l NSON et al . ，  1 976) ， Hirsutella 

spp. (McCov， 1977) ，  Entomophthora spp. (SOI'Ell et 

al . ，  1974 ; HOSTETTEIl et al . ， 1983) な ど で， そ れぞれ薬

剤の影響が調べ ら れて い る 。

E 培地上の試験

1 分生子の発芽 に 及 ぽ す 影 響 (酉東 ・ 薮 田 ， 1996) 

: (衰ー1)

薬剤添加培地 に分生子 を 投入 し て 発芽状況 を調べ る 方
法であ る 。

培地

サ プ ロ ー 液体培地 お よ び同寒天培地 を 用 い る 。 PDA

培地 を 用 い て も よ い。

分生子懸濁液の銅製

寒天培地で 3 週間 ほ ど培養 し た 菌体 に 滅菌蒸留水 (界
面活性剤 ト リ ト ン X- 100 を 0 . 02%加溶) を 加 え ， ガ ラ

ス 棒 な ど で軽 く か き 混ぜて 分生子 を懸濁 さ せ る 。 こ れ を

滅菌 ガ ー ゼ で ろ 滅 し て 菌 糸 や 分生子 の 塊 を 除去 し た の

ち ， 遠心分離機 ( 1 ， 000 rpm， 3�5 分) を 用 い て 滅菌蒸
留水で 2 回洗浄 し ， 最終的 に 107個Im l の 分生子 を 含 む
懸濁液 を調製す る 。

薬液の調製
か 〈 はん

液体培地 に所定量の薬剤 を 添加 し ， 十分 に撹枠 し た も

の を薬液 と す る 。 薬剤l の 濃度 は 常 用 濃度 (通常 は 1 ， 000
倍希釈) と す る が， 低濃度 に お け る 影響 も 調 べ る 場合

は， 3 ， 000 倍希釈， 10 ， 000 倍希釈等 の 濃度段階 を 追加す
る 。 た だ し ， 検定 の 際 に 分生子懸濁液 と 混合 ( 1 : 1 ) す

る の で， 薬液の調製段階で は薬剤， 培地 と も 設定濃度 の
2 倍の 濃度 と し て お く 。

検定の手順

①分生子懸濁液 と 薬液 を 1 : 1 の割合で混合 し た の ち ，

プ ラ ス チ ッ ク 製 の マ イ ク ロ テ ス ト プ レ ー ト ( 12 X 8

cm， 高 さ 1 . 2 cm， ホ ー lレ 直 径 8 mm， 96 ウ ェ ル) に

0 . 5 ml ずつ分注 し ( * ) ( *  * ) ， ふ た を し て ， 250Cの恒
温器 に収納す る 。 1 処理 当 た り 4�5 ウ ェ ル を 使用 す る 。

( * ) マ イ ク ロ テ ス ト プ レ ー ト のイ吃 り に ホ ー ル グ ラ ス を

用 い る 手法 も あ る ( 富 山 ら ， 1962) 。 す な わ ち ， 分生子

懸濁液 と 薬液の混合液 を 少量， 白 金耳 で カ バー グ ラ ス に

つ げ， こ れ を裏返 し て ホ ー ル グ ラ ス の ホ ー ル部 に かぶせ

る 。 こ の 際， ホ ー ル の縁 に ワ セ リ ン を塗 っ て お き ， カ バ
ー グ ラ ス と ホ ー ル ク・ ラ ス を 密着 さ せ る 。 シ ャ ー レ に ガ ラ

ス 棒 で作 っ た U 字管 を 入 れ， こ の 上 に ホ ー ル グ ラ ス を

置 き ， ふ た を し て ， 恒温器 に収納す る 。 発芽状況 は， ホ

ー ル グ ラ ス の ま ま 検鏡す る こ と がで き る 。

( *  * ) 寒天培地の薄膜上 に 分生子懸濁液 を 滴下す る 方

法 も あ る (HALL， 1981 ) 。 す な わ ち ， オ ー ト ク レ ー プ に

表 - 1 V. lecanii の分生子発芽 お よ び菌 糸 発育 に 及 ぽす 薬 剤 の 影
響

薬剤叫
(製剤)

分生子発芽阻害率(%) 菌糸発育阻害率 (%) hJ
文献 I叫 2dJ 3CJ 文献 2 3 

殺菌剤
チ ウ ラ ム ・ W
マ ネ プ ・ W
キ ャ プタ ン ・ W
TPN ・ w
キノメ チ オ ネー ト ・ W 100 
ベ ノ ミ ル ・ W 100 

100 100 
100 100 
100 100 
100 100 

30 100 
o 67 

フ ェ ナ リ モ ル ・ W 100 0 
ジ ネ プ ・ W 72 10 100 
ピ ン ク ロ ゾ リ ン ・ W 3 0 
ト リ ホ リ ン ・ E 0 100 
イ プ ロ ジ オ ン ・ W 0 97 
トリプルミ ゾール ・ W 25 100 
水酸化第二銅 ・ W 1 7  0 
チオ77ネートメ チル ・ W 5 
ホ セ チ ル ・ W
メ プ ロ ニ ル ・ W
ポ リ オ キ シ ン ・ E
プロ シ ミ ド ン ・ W
硫黄 ・ F

殺虫剤
マ ラ ソ ン ・ E
ダ イ ア ジ ノ ン ・ E
テ ト ラ ジ ホ ン ・ E
ベ ル メ ト リ ン ・ E
NAC ' W  
ケ ルセ ン ・ E
ピ リ ミ カ ー プ ・ E
DMTP ・ E
MEP ' E  
イ ソ キ サ チ オ ン ・ E
PAP ' E  
プ ロ チ オ ホ ス ・ E
DDVP ・ E
メ ソ ミ ル ・ W
DEP ' E  
ジ メ ト エ ー 卜 ・ E
ププ ロ フ ェ ジ ン ・ W
カ ル タ ッ プ ・ WS
ア セ フ ェ ー ト ・ W

Fhd
内HU
F内υ
内‘u

'i

'ー
の4

qo
nu
nυ

 

100 45 
100 10  
100  

12  0 
o 100 
o 10  
o 6 

90 
70 

弓t
qd
qJV

'i
nυ
nυ
nυ
AU
nU

 

Aυ
qJ
円d
Rd
唱i
nwd
n6
a4
n4
AHv
nFU
Fhυ
Fhυ

5
7
4
6
8
5
3
6
7
5
9

8
 

q&
FKU
唱i
oo
qL
03

00
守'
aaτ
勾t
nu
tA
Aυ

nwd
n，・
Fhu
nru
，n官
F的U

内'u
Fnu
内ud
nhυ
AHV
旬EA
Fhd

噌EA

n民U
円z'a
n，“
nud

nMU
AHU
AHu
nF臼
AHu
nxu

n拠U
旬，.
"hd
噌EA

n，，
nHu
内‘u
の〆“
nHυ
.a

1

1

 

1 9  
aq
aq
qL
nv

 

aa・

q‘υ
q‘u

no
n6

 

qd
nL

 

64 50 
65 53 
42 

5 39 
40 54 
58 69 
67 1 4  

53  
72  
56  
53 
44 
67 
17 
36 
19 
1 7  
8 
0 

a) W : 水和剤， E : 乳剤， F : フ ロ ア プル， WS : 水溶剤， 薬剤の
濃度 : 文献 1 は 250�2 ， OOO 倍希釈， 文 献 2 お よ び 3 は 1 . 000 倍 希
釈 . b) 阻害率 ( % ) = { (対照 区 の 発芽率 薬剤j 区 の発芽率) /対照 区
の発芽率 } x 100. c) HALL ( 1981 ) .  d) 西東 ( 1 988) . e) 西 東 ・ 薮 田
( 1996) . 
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か げ た 寒天培地 を 熱 い う ち に ス ラ イ ド グ ラ ス に 滴下 し て

薄膜 を 作 る 。 分生子懸濁液 に 所定濃度 と な る よ う 薬剤 を
添加 し た も の を ， こ の薄膜の 上 に 1 滴た ら す。 湿 ら せ た

ろ 紙 を 敷 い た シ ャ ー レ に ガ ラ ス 棒 で作 っ た U 字管 を 入

れ， こ の上 に 被検液 を 滴下 し た ス ラ イ ド グ ラ ス を の せ，
恒温器 に収納す る 。 検鏡時 に 水滴が培地 に 吸収 さ れ減少

し て い る も の は ， 薬剤の濃度が変化 し て い る た め 棄却す
る 。 発芽状況 を検鏡す る 際 は カ バー グ ラ ス を か け る 。

②恒温器 に 24 時間収納 し た 後， 被検液 を ト ー マ 血球
計算盤 に と り ， 顕微鏡下で発芽率 を調査す る ( * ) 。 発芽

管の長 さ が分生子の長径の 1/2 以上の も の を 発芽 と み な
す。 I ウ ェ ル 当 た り 100 個以上の分生子 を検鏡す る 。

( *  ) 薬剤 の 微粒子が妨 げ と な っ て 検鏡 し に く い場合

は， 被検液 を乾燥 さ せ た の ち ， ラ ク ト フ ェ ノ ー ル に溶か
し た コ ッ ト ン ブル ー で染色す る ( HALL， 1983) 。

2 菌糸の発育 に 及ぽす影響 ( 富 山 ら ， 1962 ; 西東 ・

薮 田 ， 1996) : (表-1 )

薬剤添加培地 に 菌体片 を接種 し ， 菌糸の発育状況 を調

べ る 方法であ る 。

培地

サ プ ロ ー 液体培地お よ び同 寒天培地 を 用 い る 。 PDA
培地 を 用 い て も よ い 。

接種源の調製

3 週間程度， 平板培養 し た コ ロ ニ ー の外縁部 か ら コ ル
ク ポ ー ラ ー (直径 3---5 mm) を 用 い て 菌体片 を 打 ち 抜
き ， 接種源 と す る 。

薬剤添加培地の調製

オ ー ト ク レ ー プ で滅菌 し た 寒天培地 が 40---500C に 冷
え た と こ ろ で， 所定量の薬剤 を 添加 し ， 十分 に 撹詳 し た
後， 直径 9 cm の シ ャ ー レ に 分注す る 。 薬 剤 の 濃度 は 常
用濃度 (通常 は 1 ， 000 倍希釈) と す る が， 低濃度 に お け
る 影響 も 調べ る 場合 は ， 3 ， 000 倍希釈， 10 ， 000 倍希釈等
の濃度段階 を 追加す る 。

検定の手11贋

①薬剤添加培地 の 中 央 に ， 接種源 (菌体片) を 菌叢面

が接す る よ う に 静置す る ( * ) 。
( キ ) 薬剤添加培地 の 中 央 を コ ル ク ボ ー ラ ー で打 ち 抜

き ， そ こ に 接 種 源 を 埋 め 込 む 方 法 も あ る (HALL，
1981 ) 。

② 20---250Cの恒温器 で 2---3 週間培養 し た の ち ， シ ャ
ー レ の裏側か ら コ ロ ニ ー の直径 を測定す る 。 コ ロ ニ ー が

楕 円 形 の場合 は， 短径 と 長径 の 平均値 を 直 径 と す る 。 l

処理当 た り 5 枚の シ ャ ー レ を使用 す る 。

皿 寄主 を 用 い た 試験

1 感染 に及ぼす影響 ( HALL， 1981) : ( 表ー2)

寄主 (害虫) を 用 い て ， 薬剤 (殺菌剤) の 散布が感染

を 阻害す る か ど う か を 調べ る 方法で あ る 。 以下 に モ モ ア
カ ア プ ラ ム シ と キ ク ヒ メ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ を 用 い た 実

験例 を示す。
寄主の飼育

鉢植 え の キ ク で ア プ ラ ム シ を 飼育 し ， 1 鉢 当 た り 数百

匹 に 増殖 し た と こ ろ で実験 に 供す る ( * ) 。

( *  ) モ モ ア カ ア ブ ラ ム シ の飼育 に は チ ン ゲ ン サ イ も 適

し て い る 。 ま た ， ワ タ ア プ ラ ム シ の飼育 に は メ ロ ン ， コ

ナ ジ ラ ミ 類 に は イ ン ゲ ン マ メ が適 し て い る (西東， 未発

表) 。 い ずれ も 成虫 を 1---2 日 開放飼 し て 一 斉 に 産仔 ・ 産
卵 さ せ る と ， そ の後の発育段階 を 揃 え る こ と がで き る 。

脱皮 の影響 を 除 く た め ， ア プ ラ ム シ類 は 無麹 の 成虫 を ，

コ ナ ジ ラ ミ 類 は 4 齢幼虫 (踊) を調査対象 と す る 。

菌液の調製

前項 に 準 じ て 調製 し た 分生子懸濁液 ( 1QB個1m !) ， あ

る い は V. lecanii 製剤 を 常 用 濃度 0 ， 000 倍希釈) に 希

釈 し た も の を 菌液 と す る 。
薬液の調製

薬剤は常用濃度 (通常 は 1 ， 000 倍希釈) に 希釈 し て 散

表 - 2 V. lecanii の散布前 後 に 薬 剤 を 散布 し た 場合の ア プ ラ ム シ
の感染状況 ( HALL， 1981 を 改変)

薬液散布の 時期
薬剤.)

(製剤) 菌液散布 菌液散布 菌液散布
1 目 前 と 同時 1 日 後

試験 l
( キ ク ヒ メ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ )

キ ャ プ タ ン ・ W (80%) b ) + + +  
チ ウ ラ ム ・ W (80% )  + + +  
ジ オ キ サ チ オ ン ・ W (30% )  + +  + +  + + +  
卜 リ ホ リ ン . E ( 1 9 % )  + + 十 + +  + + +  

対照 (菌液 の み ) + + +  

試験 2
( モ モ ア カ ア プ ラ ム シ )

TPN . W (54%)  + + +  
ジ ネ プ ・ W (70%) + +  + + + +  
対照 (菌液 の み ) + + + + + +  

試験 3
( モ モ ア カ ア プ ラ ム シ )

キ ノ メ チ オ ネ ー ト ・ W (25% ) + + +  
対照 (菌液の み ) 今 + + + + +

a )  W : 水和剤， E : 乳剤， 薬剤の濃度 は 常用濃度 (250�I ， OOO 倍
希釈l . b) 菌液散布 5 日 後の死亡率 ( % ) を 7 段階 に 区分 死
亡 率 0%， + : 1�15%，  + + : 16�35%， + + + :  36�65 % ，  + +H : 
66�85%， + + + + + : 86�99%， + + + + + + : 100%. 
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布す る 。 低濃度 に お け る 影響 も 調べ る 場合 は ， 3 ， 000 倍

希釈， 10 ， 000 倍希釈等 の濃度段階 を 追加す る 。
検定の手l頃

①寄主 を 寄生 さ せ た 鉢植 え 植物の全体 に 小型ハ ン ド ス

プ レ ー な ど を 用 い て 菌液 を散布 し ， 飼育箱 に 入れ る 。 飼
育箱 は， 湿度 を 高 め る た め ， 密閉性 の よ い も の を 用 い

る 。

②薬液の散布 は ， 菌液散布の前 日 ， 当 日 お よ び翌 日 に

行 う 。 散布 に は 小型ハ ン ド ス プ レ ー な ど を 用 い る 。

③飼育箱 は， 20oC， 1 6  L 8 D 条件下で管理 し ， 菌液散

布 の 5 日 後 に 死亡 率 を 調 べ る 。 1 処 理 当 た り 5 鉢 を 使

う 。
2 病死体上の菌糸発育 に 及 lます影響 (西東 ・ 薮 田 ，

1996) : (表-3)

薬剤が病死体 に 付着 し た場合， 菌糸の発育が血害 さ れ

る か ど う か を 調べ る 方法で あ る 。 以下に コ ナ ジ ラ ミ 類に
お げ る 実験例 を示す。

寄主の飼育

鉢植 え イ ン ゲ ン マ メ (摘心 し て 初生葉の み と す る ) を

飼育箱 に 入 れ， 多 数 の 成虫 を 1�2 日 開放飼 し て 一斉 に
産卵 さ せ る 。 こ の場合， 1 鉢当 た り の産卵数が数百個 と

な る よ う 放飼数 と 放飼期聞 を 調節す る 。 産卵 さ せ た イ ン
ゲ ン マ メ は そ の ま ま 管理 し ， 幼虫 が 3�4 齢 に 達 し た と

こ ろ で実験 に供す る 。
菌液の調製 お よ び薬液の調製

前項 に準ず る 。

検定の手順

①幼虫 を 寄生 さ せ た 鉢植 え イ ン ゲ ン マ メ に小型ハ ン ド

表 - 3 V. lecanii に 感染 さ せ た オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 幼虫 を 薬 剤l で
処理 し た 場合の病死体上への菌糸の発育状況

薬剤.，

(製剤)

ト リ プ ル ミ ゾー ル ・ W (30%)  
キ ノ メ チ オ ネ ー ト ' W (25%) 
ベ ノ ミ ル ・ W (50% )  
ジ ネ プ ・ W (72%) 
硫黄 ・ F (52% )  
水酸化第二銅 ・ W (50%) 
ジ チ ア ノ ン ・ W (70%) 
プ ロ シ ミ ド ン ・ W (50%)  
ポ リ オ キ シ ン ・ W (10%)  
メ プ ロ ニ ル ・ W (75%) 
対照 (水)

(西東 ・ 薮田. 1996 を 改変)

菌糸が発育 し な か っ た
病死体 ( % ) 同

91  
68  
60  

7 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

a) W : 水和剤. F : フ ロ ア プル， 薬剤の濃度 : 1 ， 000 倍希釈. b) 
薬剤処理 7 日 後 に 検鏡 .

ス プ レ ー を 用 い て 菌液 を 散布す る 。 感染 し や す く さ せ る
た め ， ビ ニ ー ル袋か密閉性 の 高 い 飼育箱 に 入 れ， こ れ を

恒温器 (250C， 16 L 8 D) 内 で管理す る 。

② 3 日 後 (病死体 に 菌 糸 が発育す る 前) ， 葉柄部 で葉
を切 り 取 り ， 薬液 に 1 分間 ほ ど漫潰す る 。 ペ ー パ ー タ オ
ル上で風乾 さ せ た の ち ， 湿 ら せ た ペ ー パ ー タ オ ル を 敷 い

た ト レ ー に 移す。 ト レ ー を ビ ニ ー ル袋 に 入 れ て 恒 温 器

(250C) に収納す る 。

③ 5�7 日 後， 菌 糸 が発育 し て い る 病死体 と 発育 し て
い な い病死体 を 実体顕微鏡下 で数 え る 。 l 処理 当 た り イ

ン ゲ ン マ メ 葉 を 3�4 枚使 い， 合計 100 匹以上 を 観 察 す

る 。
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